
取締役社長

羽田 雅一

証券コード：4828

株主通信
［ 2023年4月1日～2023年12月31日 ］第3四半期

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、海外
経済の回復ペース鈍化の影響などを受けつつも、企業
収益や業況感は改善しており、景気は緩やかに回復し
ています。
情報サービス産業におきましては、顧客のデジタル
変革（D X）に対する投資意欲は底堅く、製造業の情報
化投資は堅調に推移すると見込まれております。
当社グループは、2026年度を最終年度とする6ヵ年
の経営計画「経営Vision 2026 改訂版」のもと、主要
顧客である製造業のビジネス環境の変化に、当社グ
ループの強みを活かした製品・サービスで支援すべく、
製造業のD X推進やグローバル展開等の経営課題解決
に取り組むとともに、サステナビリティへの貢献にも
取り組んでおります。

当第３四半期累計期間の業績につきましては、下記
のとおり前年同期比増収・増益となり、売上高は過去
最高を連続更新し、利益は６期連続で過去最高益を更
新いたしました。

2023年度（ 2024年３月期）の期末配当金につきま
しては、１株あたり44円を予定しており、中間配当金
3 2円と合わせた年間配当金は7 6円とさせていただく
予定です。
株主の皆様におかれましては、当社事業へのご理
解とともに将来性にご期待いただき、引き続き長期
的な視点でのご支援を賜りたく、心よりお願い申し
上げます。

第3四半期の概要

年
度2023

［ 第45期 ］

連結業績ハイライト
■第3四半期累計期間　■通期　（単位：百万円）

2,5502,550

1,6431,643
1,3041,304

2021年度 2023年度

2,1322,1322,3282,328

1,7151,715

2022年度

（予想）

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

+24.3%

3,8003,800

2,4122,412
1,9131,913

2021年度 2023年度

3,1223,1223,2463,246
2,5292,529

2022年度

（予想）

営業利益

+23.5%

19,00019,000
17,76017,760

13,23813,238

2021年度 2023年度

14,58914,589
18,50618,506

13,73313,733

2022年度

（予想）

売上高

+6.2%

3,8003,800

2,4432,443
1,9171,917

2021年度 2023年度

3,1323,1323,2503,250
2,5352,535

2022年度

（予想）

経常利益

+23.6%

●売上高は、堅調な情報化投資のもとで、前年同
期に比し増加

●mcframeライセンス売上高は、ライセンス販売が
堅調に推移し、過去最高を連続更新

●利益は、売上高増加による利益増、プロジェクト
採算性向上・ライセンス販売伸長等により、前年
同期に比し増加

決算のポイント

株主の皆様には平素より格別のご支援とご高配を賜り、
誠にありがたく厚く御礼申し上げます。
ここに、当社グループ2023年度（2024年3月期）
第3四半期の「株主通信」をお届けし、
当期の状況についてご説明申し上げます。

2024年3月

株主の皆様へ
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近年、細胞医療に代表されるように医療技術が
進化し、医薬品・医療機器の製造・品質管理・物流・
サプライチェーンネットワーク等も変化していま
す。また、ジェネリック医薬品においては、医薬品
の原料（原薬）製造が不足し、医薬品供給不足が深
刻化しており、多品種少量生産に向けた生産性、品
質確保が課題となっています。
このようなライフサイエンス産業の課題解決に
向け、お客様とともに、また、お客様相互でライフ
サイエンスの未来を考える機会が必要と考え、
B-EN-Gは、2024年2月20日、「ヘルスケアの未
来をともに創る」と題し、ライフサイエンス産業向
けイベント「BE:YOND FOR L IFE SCIENCE」
を、「JPタワー」ビルの大規模多目的ホールで開催
いたしました。
本イベントでは、複数のご講演者様の発表を通
じて、ライフサイエンス産業の未来に向かって、自
社の業務改革や、協働でのイノベーション・クリ
エーションの姿を議論しました。
基調講演では、「細胞製剤の産業化に向けたプ
ラットフォーム戦略」と題し、細胞医薬品の商用品製
造を日本で初めて行われた株式会社サイト-ファク
ト様から、細胞製剤の製法検討、品質の規格化のた
めのプラットフォーム導入（装置開発・データサイ
エンス・GMPプロセス管理・治療データとの連携）、

サステナブル経営に向けた取り組みをご紹介いた
だきました。
個別セッションでは、多くのユーザー企業様より
具体的な取り組み事例をご紹介いただきました。
例えば、協和キリン株式会社様より製薬工場の品
質管理におけるDX /ロボット化の推進について、
中外製薬工業株式会社様からは高薬理活性医薬
品製造における安全技術や、社内で推進中の
Pharma4.0に向けた取り組みについて、オリンパ
ス株式会社様からは開発・製造現場でのデジタル
化の取り組みについて、ロジスティード株式会社
様からは医薬品物流におけるデータ活用について
ご発表いただきました。また、最後にスペシャルセッ
ションとして、株式会社 iFactory様より、原薬の連
続生産方式を採用したモジュール型の医薬品製造
設備を用いた、遠隔地からの完全リモートによる
無人運転等の社会課題解決の在り方について考察
いただきました。
このイベントを通じて、ライフサイエンス産業
各社が直面している課題の解決に役立つ知見と洞
察を共有できたと思います。B-EN-Gは、引き続き、
製造業のお客様の良きパートナーとしてよりそい、
日本のものづくりを支えるI Tの提供に努めてまい
ります。

「BE:YOND FOR LIFE SCIENCE」開催
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他社開発ERPパッケージ製品をベースとしたコンサルティン
グ、システム構築等を主に行う事業です。顧客の課題解決に貢献
する複合型ソリューションの提供を推進し、顧客ニーズを踏ま
えた積極的な提案活動に努めました。当セグメントの受注高は
9,286百万円（前年同期比4.0％減）、売上高は9,718百万円（前
年同期比4.8％増）となり、堅調な情報化投資を背景に売上高が
増加しました。セグメント利益は売上高増加による利益増に加
え、プロジェクトの採算性向上により2,504百万円（前年同期比
23.3％増）となりました。

ソリューション事業　

自社開発ERPパッケージ「mcframe」シリーズ製品をビジネ
スパートナーを通じて販売するとともに、同製品をベースとし
たコンサルティング、システム構築等を行う事業です。引き続
き、顧客・ビジネスパートナーとの関係強化を図りライセンス販
売に注力するとともに、継続的なブランド力の強化に取り組ん
だことにより、ライセンス販売は堅調に推移いたしました。当セ
グメントの受注高は4,394百万円（前年同期比2.5％増）、売上高
は4,587百万円（前年同期比10.1％増）、セグメント利益は
1,460百万円（前年同期比15.0％増）となりました。

プロダクト事業

総資産は、現金及び預金の増加、無形固定資産の増加、投資その
他の資産の増加等により、前期末と比較して923百万円増加し、
14,331百万円となりました。
負債は、賞与引当金の減少、未払法人税等の増加等により、前
期末と比較して240百万円減少し、3,880百万円となりました。
純資産は1 0 , 4 5 1百万円となり、自己資本比率は7 2 . 9％と
なりました。

2023年3月末 2023年12月末

流動資産 10,821 11,365

固定資産 2,587 2,966

資産合計 13,408 14,331

流動負債 4,121 3,880

負債合計 4,121 3,880

純資産 9,287 10,451

負債純資産合計 　13,408 14,331

（単位：百万円）

2,830

2022年度
第3四半期

2021年度
第3四半期

2,688

3,115

2023年度
第3四半期

第3四半期
売上高構成
合計

14,589百万円

システムサポート事業
283百万円

2.0%

ソリューション事業
9,718百万円

66.6%

プロダクト事業
4,587百万円
31.4%

mcframeライセンス売上高 （単位：百万円）

顧客に導入したシステムの運用・保守を主に、これらを通じ
た提案・追加開発等を行う事業であり、子会社のビジネスシス
テムサービス株式会社が展開しています。引き続き、顧客シス
テムのライフサイクルサポートの充実に努めました。当セグメ
ントの受注高は304百万円（前年同期比20 .6％増）、売上高は
283百万円（前年同期比3 .1％減）、セグメント利益は393百万
円（前年同期比6.1％増）となりました。

システムサポート事業

セグメント別事業概況

財務のポイント

※  当社グループは2023年4月1日付で組織改正を行っており、プロダクト事業からソリューション事業へ一部案件を移管しております。前年同期との比較・分析に
あたっては、当該組織改正を遡って適用した後の数値を用いております。
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社 名 ビジネスエンジニアリング株式会社
事 業 開 始 1999年4月（設立 1980年12月）
資 本 金 697,600,000円
従 業 員 数 連結708名　単体539名（2023年9月30日現在）
業 務 内 容 企業経営および情報通信システムのコンサルティング

コンピュータネットワークの企画および開発
情報通信システムの企画、開発、販売およびリース

本 社 東京都千代田区大手町1丁目8番1号
KDDI大手町ビル

関 西 支 店 大阪府大阪市淀川区西中島6丁目1番1号　
新大阪プライムタワー4階

中 部 営 業 所 愛知県名古屋市中村区名駅３丁目26番８号
KDX名古屋駅前ビル13階

グループ会社 ビジネスシステムサービス株式会社
Business Engineering America, Inc.
畢恩吉商務信息系統工程（上海）有限公司
Toyo Business Engineering（Thailand）Co., Ltd.
PT. Toyo Business Engineering Indonesia
Toyo Business Engineering Singapore Pte. Ltd.

役　員  （2023年12月31日現在））会社概要  （2023年12月31日現在）

代表取締役　取締役社長 羽　田　　雅　一

代表取締役　専務取 締 役 別　納　　成　明

常 務 取 締 役 中　野　　敦　士

取 締 役 佐　藤　　雄　祐

取 締 役 入　交　　俊　行

取 締 役 宮　澤　　由美子

社 外 取 締 役 清　水　　　　弘

社 外 取 締 役 北　村　　正　仁

社外取締役　監査等委員 丸　山　　龍　二

社外取締役　監査等委員 志　水　　直　樹

取締役　常勤監査等委員 大　塚　　博　文

事業年度
毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会
毎年6月
基準日
定時株主総会・期末配当　3月31日
中間配当 9月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告いたします。

株主名簿管理人
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
同事務取扱場所[郵便物送付先・電話照会先]
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
TEL.0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の本店
および全国各支店で行っております。

単元株式数
100株
公告の方法
電子公告
https://www.b-en-g.co.jp/

株主メモ

本社：〒 100-0004 東京都千代田区大手町 1-8-1 KDDI 大手町ビル 
TEL.03-3510-1600 ／ FAX.03-3510-1624

ビーエンジ

ホームページリニューアルのご案内

2023年12月19日にホームページをリニューアルしました。
昨年度の株主様アンケートで、当社に期待するIR活動
第1位であった「ホームページの充実」にお応えするもの
です。具体的には、「IR情報」サイトの掲載情報拡充や
当社をよりご理解いただくための情報の充実を図りま
した。引き続き、ホームページや株主通信を通じて、より
一層、株主の皆様にわかりやすく、有用な情報をご提
供できるよう努めてまいりますので、リニューアルした
ホームページも是非ご覧ください。

https://www.b-en-g.co.jp/
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